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施設・設備の整備に関する団体交渉要求書 
 

下記の事項について団体交渉を要求します。２月末日までを目途に、交渉の日時

の候補日の目安、方法等について、返答ください。組合側としては、４月以降の早

い時期を目途に団交の開催を要望いたします。 

大学側の交渉担当代表者については、制度設計に際しての素案作成権限が施設部

にあり、かつ、当該事項にかかる最終決定権限を有する者に対して労使間の協議内

容に沿った具申を行うことができる場合には、課⾧以上（同職を含む）の役職者で

あれば差し障りありません。 

 

記 

 

１．施設・設備の整備について、組合と協議すること。 

（趣旨） 

組合では 2023 年 12 月から 2024 年 1 月にかけて、「施設・設備の整備に関する

アンケート」を実施しました。アンケート結果を大学側に提示し、教職員の要望

について情報を共有するとともに、今後の施設整備について意見交換を行います。 

なお組合としては、アンケート結果を踏まえて、優先順位の高い事項として以

下の事項の早期整備に向けた検討を求めます。 

 

（１）駐車場の整備 

①駐車可能台数を増やすこと 

②消失している白線を引き直すこと 

③夜間の照明を明るくすること 



④１台当りの駐車スペースを拡張すること 

  （補足）１台当りの駐車スペースが狭いことがドアの接触などの事故の要因

となっている。 

 

（２）トイレの整備 

①女性用トイレを増設すること（主に本部棟） 

②トイレを増設すること（主に本部棟） 

③和式トイレを洋式化すること 

④故障しているトイレを修理すること 

 

（３）空調の整備 

①故障している冷暖房設備を修理すること 

②電力容量を拡張し、オンデマンド警報の回数を減らすこと 

③冬期の空調環境を改善すること 

  （補足）暖房機器の能力が低いため室温管理が不十分な部屋がある。補助機

器の導入（それが可能な電力容量への拡張を含む）も含めて改善すべき。 

 

（４）雨漏り箇所の補修 

①中地区と北地区を結ぶアカンサスインターフェースの中地区側接続点付近

の下側通路 

②北地区の学生会館付近の半地下通路 

③大学会館から郵便局わきを経由して図書館方向 

④大学会館から総合教育棟方向の通路 

⑤自然科学本館と 3 号館をつなぐ渡り廊下 

⑥自然科学 1 号館 A ブロック 

⑦1 号館 C 棟 2 階の VBL 側の通路 

⑧附属中学校で複数箇所 

⑨附属中学校の体育館 

⑩附属小学校の図書室 

 

（５）照明の修繕 

屋内外の照明について「故障している」「暗い」箇所について改善すること。 

 

（６）その他、対応が容易なものについては順次対応すること。 



 

２．修繕・改修・補修が必要な箇所について、教職員からの情報提供、要望を随

時受け付ける仕組みをつくることについて、組合と協議すること。 

（趣旨） 

今回のアンケートでは２００件近い回答があり、組合としても回答数が多いこ

とに驚いています。改善を要求するルートがないこと、改善を要求しても長期間

対応がなされないこと、（解決に時間がかかるとしても）対策の方針が示されな

いこと等により、日常的に不満が貯まっていることが要因であると推察します。

全ての要求に直ちに対応できるわけではないでしょうが、日頃から改善の要望を

受け付け、その対応の方針について説明しておくことが、不満の低減、従業員満

足度の向上、そして仕事へのモチベーションアップにつながると考えます。 

 

 

以上 

 


